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綱
領
一
部
改
定
案
に
つ
い
て
の
提
案
報
告
（
レ
ジ
メ
） 

中
央
委
員
会
議
長 

志
位 

和
夫 

 

綱
領
一
部
改
定
案
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て 

・
第
五
章
・
未
来
社
会
論―

―

０
４
年
の
改
定
の
画
期
的
意
義
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た 

・
綱
領
の
全
体
を
現
時
点
で
考
え
得
る
最
良
の
記
述
に
発
展
さ
せ
る
と
い
う
立
場
で 

 

第
一
章
「
戦
前
の
日
本
社
会
と
日
本
共
産
党
」―

―

２
つ
の
点
に
し
ぼ
っ
て
改
定
を
行
っ
た 

・
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
の
起
点
を
明
確
に
す
る
補
強
を
行
っ
た 

・
家
父
長
制
の
も
と
差
別
と
無
権
利
状
態
に
お
か
れ
た
女
性
解
放
の
た
め
の
た
た
か
い
を
補
強
し
た 

 第
二
章
「
現
在
の
日
本
社
会
の
特
質
」―

―

情
勢
の
変
化
に
そ
く
し
て
修
正
・
補
強
を
行
っ
た 

・
戦
後
日
本
の
変
化
に
か
か
わ
っ
て―

―

「
形
を
変
え
て
天
皇
制
の
存
続
を
認
め
た
」
を
削
除
し
た 

・
異
常
な
対
米
従
属―

―

日
米
地
位
協
定
、
自
衛
隊
の
米
軍
指
揮
統
制
下
へ
の
組
み
込
み
の
問
題
を
補
強
し
た 

・
日
本
独
占
資
本
主
義
の
現
状
規
定
（
１
）―

―

新
自
由
主
義
の
強
行
と
深
刻
な
行
き
詰
ま
り
を
明
記
し
た 

・
日
本
独
占
資
本
主
義
の
現
状
規
定
（
２
）―

―

軍
国
主
義
の
全
面
的
復
活
の
危
険
を
明
記
し
た 

 

第
三
章
「
二
一
世
紀
の
世
界
」―

―

ご
く
部
分
的
な
修
正
・
補
強
を
行
っ
た 

・
用
語
の
問
題―

―

「
民
族
の
自
決
（
権
）」
を
「
人
民
の
自
決
（
権
）」
に
あ
ら
た
め
た 

・
国
際
連
帯
の
課
題―

―

排
外
主
義
と
の
闘
争
、
気
候
危
機
打
開
、
Ａ
Ｉ
へ
の
対
応
を
補
強
し
た 

「
排
外
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
」
を
国
際
連
帯
の
課
題
に
明
記
し
た 

深
刻
化
す
る
気
候
危
機
を
抑
制
す
る
国
際
的
な
と
り
く
み
の
強
化
を
補
強
し
た 

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
た
い
す
る
対
応
に
つ
い
て
補
強
し
た 

 第
四
章
「
民
主
主
義
革
命
と
民
主
連
合
政
府
」―

―

情
勢
の
変
化
に
そ
く
し
て
修
正
・
補
強
を
行
っ
た 

・〔
国
の
独
立
・
安
全
保
障
・
外
交
の
分
野
〕―

―

「
二
重
の
と
り
く
み
」
の
立
場
で
補
強
し
た 

・〔
憲
法
と
民
主
主
義
の
分
野
〕―

―

排
外
主
義
反
対
、「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
」
を
補
強
し
た 

・〔
経
済
的
民
主
主
義
の
分
野
〕―

―

雇
用
と
労
働
、「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
」、
財
政
と
税
制
で
修
正
・
補
強
し
た 

 
 

経
済
改
革
の
基
本―

―

国
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
「
社
会
的
ル
ー
ル
」
を
つ
く
る 

 
 

労
働
者
の
自
由
な
生
活
時
間
の
拡
大
、
労
働
条
件
改
善
、
ケ
ア
労
働
者
の
待
遇
改
善
を
補
強
し
た 

 
 

「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
」
を
尊
重
す
る
こ
と
を
真
ん
中
に
据
え
て
政
治
が
責
任
を
果
た
す 

財
政
と
税
制―

―

「
空
前
の
大
軍
拡
」、「
教
育
、
住
宅
」、「
消
費
税
減
税
・
廃
止
」
な
ど
を
明
記
し
た 
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 第
五
章
「
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
を
め
ざ
し
て
」―

―

探
究
と
実
践
を
ふ
ま
え
て
改
定
し
た 

・
第
五
章
の
全
体
の
構
成
を
整
理
し
た 

・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
社
会
の
基
本
的
特
徴―

―

現
綱
領
の
叙
述
を
全
体
的
に
あ
ら
た
め
た 

・
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
論
の
中
心
点
、
そ
の
輝
き
の
核
心
部
分
を
、
党
綱
領
の
規
定
に
す
え
た 

 
 

マ
ル
ク
ス
は
、
未
来
社
会
を
語
る
と
き
に
、
必
ず
「
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
強
調
し
て
い
る 

 
 

「
生
産
手
段
の
社
会
化
」
を
「
人
間
の
自
由
」
を
実
現
す
る
条
件
・
手
段
と
位
置
づ
け
て
い
る 

 
 

万
人
が
十
分
な
「
自
由
な
時
間
」
を
も
つ
こ
と
こ
そ
「
各
個
人
の
完
全
で
自
由
な
発
展
」
の
保
障 

一
部
改
定
案
の
理
論
構
成
は
、『
資
本
論
』
の
理
論
構
成
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る 

・
２
０
０
４
年
の
党
綱
領
改
定
の
積
極
的
意
義
と
過
渡
的
制
約
に
つ
い
て 

積
極
的
意
義―

―

こ
の
解
明
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
一
部
改
定
提
案
が
可
能
に
な
っ
た 

３
つ
の
点
で
問
題
点
を
残
す
も
の
と
な
っ
た 

 
 

当
時
の
党
の
理
論
的
探
究
の
発
展
過
程
の
一
断
面
を
反
映
し
た
、
過
渡
的
な
制
約 

・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
に
お
け
る
生
産
力
に
つ
い
て 

物
質
的
生
産
力
の
飛
躍
的
な
発
展
を
無
条
件
に
肯
定
す
る
規
定
は
適
切
と
は
い
え
な
い 

マ
ル
ク
ス
は
生
産
力
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か 

 
 

未
来
社
会
で
は
、
新
し
い
質
で
の
生
産
力
の
発
展
を
め
ざ
す 

 
 

マ
ル
ク
ス
は
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
で
、
未
来
社
会
に
お
け
る
富
を
ど
う
理
解
し
て
い
た
か 

・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
と
国
家
権
力
に
つ
い
て 

・
資
本
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義
・
共
産
主
義
の
社
会
へ
の
過
渡
期
に
つ
い
て 

 
 

現
綱
領
の
内
容
を
生
か
し
、
合
理
的
な
整
理
を
行
っ
た 

 
 

支
配
・
被
支
配
の
な
ご
り
を
一
掃
し
、
真
に
自
由
で
平
等
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
変
革
を
補
強
し
た 

・
発
達
し
た
資
本
主
義
国
で
の
社
会
主
義
的
変
革
に
つ
い
て 

 

「
自
由
な
時
間
」―

―

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
論
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て 

・
現
代
の
労
働
者
・
青
年
の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
、
民
主
的
結
集
を
進
め
る
力
に 

・
労
働
時
間
短
縮
を
求
め
る
現
代
の
た
た
か
い
は
、
未
来
社
会
に
「
地
つ
づ
き
」
で
つ
な
が
っ
て
い
る 

・「
自
由
な
時
間
」
論
は
、
２
１
世
紀
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
に 

・
旧
ソ
連
流
の
社
会
主
義
論
を
根
底
か
ら
克
服
す
る
う
え
で
大
き
な
力 

 

改
定
綱
領
を
力
に
、
日
本
を
変
え
、
世
界
に
働
き
か
け
、
強
く
大
き
な
党
を
つ
く
ろ
う 


